
三菱樹脂OB 会歩こう会 

本部地区第9回歩こう会 

宝菱ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ工場見学と上海地区観光ﾂｱｰ 

平成10年4月9日（木）～4月13日（月） 参加者 43名 

初めての試みとして、海外ﾂｱｰ、三菱樹脂などが中国上海に建設した「上海宝菱塑

料制品有限公司 Shanghai Baoling Plastics Co., Ltd.（SBP）」と上海地区観光、4泊

5日のﾂｱｰを催行した。 

九州地区 4 名(福岡空港搭乗)、関西地区18 名(関西空港搭乗)、関東地区 21 名(成

田空港搭乗)、計43名が参加した。 

第一日目(4月9日 木) 

午後、MU-518 号(福岡発) MU-516 号(関西発) MU-524 号(成田発)で各々出発する。

予定通り、16時頃上海空港に到着し、そこで参加者全員が合流する。税関通過後、専

用ﾊﾞｽでﾎﾃﾙ「華亭賓館」に向かう。旅支度を解いた後、専用ﾊﾞｽでﾚｽﾄﾗﾝ｢上海 陶陶 美

食城｣へ向かい、夕食後、ﾎﾃﾙに戻る。 

 

成田空港ロビー 



第二日目(4月10日 金) 

ﾎﾃﾙ 8:45専用ﾊﾞｽで工場（SBP）に向かう。SBPの皆さんの案内で、工場を見学する。 

最新鋭の成形設備で、ﾃﾚﾋﾞ用ﾊﾟﾈﾙなどを成形している。ﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾑを小巻化している

工程もあった。  

SBP は、登録資本金 600 万米ﾄﾞﾙ(約 7 億円)、三菱樹脂ｸﾞﾙｰﾌﾟ 58%、伊藤忠商事

22%、中国包装進出口上海20%の合弁会社で、事業内容を「家庭用電機・家庭用品・

建築用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ射出成型品等の製造、加工及び販売」とした、1996年3月26日(営業

許可日)、1997年5月19日(開業日)の会社である。 

見学後、SBP を後にして、「汽車ﾎﾃﾙ」で昼食を摂る。食後、蘇州にあるﾎﾃﾙ「竹輝

飯店」に向かう。夕食は、同ホテル内のﾚｽﾄﾗﾝで摂る。 

 

上海宝菱塑料制品有限公司 Shanghai Baoling Plastics Co., Ltd.（SBP）」 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

第三日目(4月11日 土) 

蘇州観光・無錫観光 

 

寒山寺 

 

 

 



 

寒山寺は、中唐の詩人で政治家でもあった張継の七言絶句「楓橋夜泊 月落ち

鳥啼いて霜天に満つ・・」によって広く知られている。また、寒山寺の鐘楼は、蘇州

の除夜の鐘で有名である。 

 

拙政園 

 

 

 

 

 

 

 

 

拙政園は、世界遺産として、中国四大名園の一つにもなっている。敷地の五分の三

が水面で、楼閣・飾り船・回廊などは池との配置を考えて建てられ、四方の窓から水

郷のたたずまいを十分に楽しめるようになっている。 

留園 

留園は、拙政園と並び中国四大庭園のひとつ。明代万歴年間に太朴寺少卿徐秦時の

私家庭園の東園として建設された。敷地面積は約 2ha。蘇州で２番目に大きい庭園で

ある。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%B5%E7%B6%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%B6%E5%8F%A5
http://www.alachugoku.com/cityinf/suzhou/whlist.htm
http://www.alachugoku.com/cityinf/suzhou/4gardens.htm


 

太湖 遊覧船 

 

無錫は、南に太湖、西に恵山や錫山がそびえる風光明媚な地。 

太湖は、水産物に恵まれ古来から「魚米の郷」と呼ばれてきた。錫山より錫が産出

されていたので「有錫」と呼ばれていたが、掘り尽くされたことで「無錫」と地名変

更されたとか・・・、 

観光後、無錫にあるﾎﾃﾙ「無錫大飯店」に向かう。夕食は、同ホテル内のﾚｽﾄﾗﾝで摂

る。 



第四日目(4月12日 日) 

玉仏寺 

玉仏寺にはその名前が示すように２体の玉

仏が安置されている。開祖は浙江省普陀山の僧、

慧根上人である。普陀山に帰る途中上海に立ち

寄った上人は、上海民衆のために座仏･臥仏各１

体を残した、これが玉仏寺の始まりである。 

１体は玉仏楼に安置されている釈迦牟尼座像（左の写真）。ひとつの玉を彫って

造った中国最大の玉仏で、「寺を鎮める宝」と呼ばれる。 

他の１体は臥仏堂に安置されている臥仏像（右の写真）。これも、ひとつの玉か

ら成っており、釈迦牟尼が木の下で涅槃に入るときの様子を表しているという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



上海ショッピング  

外灘(バンド/The Bund)にて 

 

レストラン「友誼酒店」で夕食後、雑伎団を鑑賞する。 

雑伎団 鑑賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初日に泊まったﾎﾃﾙ「華亭賓館」に宿泊する。 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%96%E7%81%98


第五日目(4月13日 月) 

帰国 

 専用ﾊﾞｽで上海空港に向かう。 

午前、ドアーのないトイレでのハプニング、繁華街の道に吊された洗濯物に驚かさ

れ、雑伎団の妙技に感嘆、等々楽しい思い出を胸に、MU-523号(成田行き) MU-515号

(関西行き) MU-517号(福岡発)で日本に出発する。 

 

 

 

 

 

 

 

      上海空港ロビー 

ツアーにおいてお世話になった、藤井良寛、木下忠彦、尾本光弘、村居健太郎、 

強春勇、潘、健児、韋薇の諸氏に紙上を借りてお礼申し上げます。 

 

参加者は、次の43名でした。 

福岡空港 洗直喜夫妻、佐古田英男、田中一英、 

関西空港 岡山尚志、奥田公具、梶道信夫妻、北村忠衛、笹原栄之助夫妻、世森幹治夫妻、堤賢

三、外海金太郎、速水幹男夫妻、廣瀬毅夫妻、町田富美夫、古川國男、武藤幹男、 

成田空港 荒木秀浩、安藤明義夫妻、石橋正康、市村義雄、伊藤敬輔夫妻、岡秀明、川瀬新三、

坂本堅一、澤田耕輔夫妻、高橋義衛、竹井真一、出合一夫、長谷川義男夫妻、宮武正

浩、山田守士、吉井靖、原島尚参 
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